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1．環境経営を推進するため、次の活動を実施します。

（1）電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素の排出を削減します。

（2）事業活動により排出される一般廃棄物及び産業廃棄物の分別

４．環境教育の実施により､全従業員に環境経営方針を周知徹底すると

ともに､環境保全に関する意識を高め向上をはかります。

＜環境保全への行動指針＞

田中工業株式会社

      代表取締役　田中啓輔

環境経営方針

＜環境経営理念＞

　田中工業株式会社は、環境問題への関心の高まりの中で、環境保全活動に取り組んでいく
ことが重要課題であると考え、自主的・積極的かつ 継続的な環境保全及び環境負荷の削減
に取り組みます。
　弊社の得意とする、法面保護の落石対策工事を通じ、国土強靭化や南海トラフ地震対策に
寄与するという理念の基に、防災・滅災に役立つ 工事を環境保全に配慮しながら施工して
いきます。

 改定日　2022年6月1日

徹底と削減を促進します。

（3）水使用量を削減します。

（4）事務用品のグリーン購入を促進します。

（5）当社の事業活動を踏まえた環境配慮を促進します。

２．環境関連法規等を遵守し、環境保全に努めます。

３．地域における環境保全活動に積極的に参加します。

５．SDGsへの取組みを推進します。

６．環境経営方針は､環境経営レポートと共に社外に開示します。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

田中工業株式会社
代表取締役　田中　啓輔

（２） 所在地
本　　　社 高知県高知市葛島4丁目5－7
南国営業所 高知県南国市岡豊町定林寺50－1
岡豊倉庫 高知県南国市岡豊町小蓮1176－1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役　 田中　啓輔　　 TEL：088－855－7788
担当者 営業部長 古谷　健　　 FAX：088－855－7789

e-mail：tanakakk@giga.ocn.ne.jp

（４） 事業内容 建設業(法面保護工事、落石対策工事及び交通安全施設の施工)

R元年7月5日～

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 6 月 1 日 ～ 5 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 田中工業株式会社
対象事業所： 本　　　社

南国営業所
岡豊倉庫

対象外： なし
活動： 法面保護(各種ネット工・アンカー工・ロックボルト工

吹付・緑化(吹付法枠工・モルタル吹付工・種子吹付工）
交通安全施設(道路標識・ガードレール・フェンエス)

□事業や製品（商品）の紹介
県道高知伊予三島線　

許可期間 許可対象

建設業許可
 土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、
舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業R6年7月4日

2021年6月1日

31,212
本　　　社 南国営業所 岡豊倉庫

0
0 372 敷地面積7800 372㎡

現場吹付枠工　落石防止網工
防災・安全交付金工事　高知市鏡狩山

1811
合計

29名
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

 環境管理責任者

国道441号　防災・安全交付金工事
アンカー工 四万十市江川崎

社長

古谷健

環境事務局

田中啓輔

田中啓輔

2021年6月1日

事務部門 工事部門

岩川豊太郎
岡豊倉庫

岩川豊太郎

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実

施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

※二酸化炭素排出量には灯油使用による2,027㎏-CO2(2020年）1,877kg-CO2(2021年)が含まれる

□環境経営目標及びその実績

✕
✕

✕
✕
✕

×
✕
✕

✕
✕

〇

〇
✕

行動目標(次項による）

通期
12月末まで

90%

42%

45,482

水道水の削減

行動目標（次項による）

91%

190

106,885

74% 94%

7,668 7,590

基準年度比 99%
原単位

99,294

（目標）

129

㎥

（目標）

建設副産物の再資源化
率の向上

202 196 150

97%
グリーン購入の推進・
環境配慮資材

環境に配慮した工事の
推進

社会貢献活動

行動目標（次項による）

% 10% 38% 40%

kg 49,980 48,481 56,800 46,981

基準年度比 0.97 1.136455 0.94

一般廃棄物の削減
kg 143 133 143 133

基準年度比 93% 100% 93%

基準年度比 2020年 99% 101% 98%
上記二酸化炭素排出量合計kg-CO2 110,190 109,088 111,497 107,986

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 102,365 101,342 103,184 100,318

廃棄物排出量

112,217 113,374

6,041 5,981

上段：

（基準値)

　一般廃棄物排出量 168 177
49,980

0.574

　産業廃棄物排出量

総排水量 202 150

kg-CO2 7,825 7,747
（目標）

0

#VALUE!

107% 98% 97%
kg-CO2/千円 0.017 0.017

184

基準年度比

#VALUE!

6,487

項　目 #VALUE! #VALUE! 2021年度

二酸化炭素総排出量

0.91

産業廃棄物の削減

評
価

97%

下段：
（実績）

8,313

0.018 0.017 0.016

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

#VALUE! 2021年度

電力による二酸化炭素
削減
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

取組紹介欄

2020年

2021年

取組紹介欄

2020年

2021年 2,000 4,000 2,000 2,000 2,000

1,441

月次では5か月達成、累計では1%増加した。軽油使用量は達
成したが、現場へ往復のガソリン使用量が3%増加した。工事
現場、工事内容が変化するので取り組みは推進しているが止
むを得ないと判断した。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

973
1,363 1,215

1,093

1,467 806 834
1,148

1,290

12月 1月 2月 4月 5月
2,000

3月
2,0002,0004,600 2,000 2,0004,000

6月 7月
0

2,000
2,0004,000

1,251

11月

環境配慮型発電機

0

1,366

0 0

数値目標 ✕
自動車燃料による二酸化炭素削減 達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況
数値目標 ✕ 月次達成は3ヶ月、累計で6%増加した。9月10月の工場での

作業が増加の要因で取り組みは推進している。
・エアコンの設定温度（冷房２８℃　暖房２０℃）とする

△
・電子機器は省エネ設定をする

1,107 1,166
1,154 1,527 1,560
1,341 1,431 1,472 1,133

1,265

10月

2,000 4,510 0

8月
2,000

・不要な荷物は積まない ○

1,570 1,125

・不要な照明は消す ○

・アイドリングストップ、空吹かし禁止 ○

879
923 1,461

866

11月 12月
1,272 1,203 1,006 1,007
1,139 1,313

1,030 861
1,215 1,026956

1,147

無事故運動実施中

0

10月6月 7月

1,347

9月

0 2,000

1,325

5月4月3月

1月 2月 3月 4月 5月

・車両の安全運転を心がけ、急発進・急ブ

11月10月9月8月7月6月

○

1,465

8月 9月

12月

937 1,047 1,630 1,319

○
原単位目標 ✕

取り組み計画 達成状況

1,047

エアコンの温度設定

△
・エアコンフイルターを定期的に清掃する

2月1月

取組結果とその評価

0

500

1,000

1,500

2,000

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

電力（kWh） 2020年 2021年

0

500

1,000

1,500

2,000

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

ガソリン（L) 2020年

0

2,000

4,000

6,000

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

軽油（L) 2020年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

建設副産物の再資源化率の向上

取組紹介欄 建設発生材は100%再資源化

4,000

815

3月

2月

4

裏紙の使用

0 16,500

11月

20 811

12月

225

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4月 5月
22

1月

年間を通じて基準年と同様だった。取組は進んでおり、継続
する。
段ボール、缶類の再資源化も進んでいる。

15
3月

数値目標 ✕

年間を通じて14%増加た。排出量は工事現場の状況により変
わるが現場発生の廃棄物は大部分が樹木で100%再資源化を
目指している。今後も継続する。

・マニフエスト票による管理を徹底する ○
・廃棄物を分別し、再生・再利用する ○
・適切な施工による産廃排出量の抑制 ○

数値目標

0 0

0

達成状況

5 8

0
13,190

22

13,500

11

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11月

4

0
1月

5,600

12月 2月

1,000
4,000

0
010,490

産廃保管施設

5月4月
#####

取組結果とその評価、次年度の取組内容

10,140 00

建設発生材は100%再資源化を目指している。達成した、今
後も継続していく。○

0

数値目標 〇
・分別の徹底

達成状況

0
0

20 12 15 13

○

6月

0
・再資源化の推進

0

12 15 13

✕

7月 8月 9月 10月

10
10

達成状況

○
・コピー用紙の裏紙を使用する ○
・文書の電子化を推進し要旨を削減する △
・ごみを分別し、再生・再利用する ○

8月 9月 10月6月 7月

・ミスプリントをなくす

0 0 8,900 0 11,300

0

10

20

30

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

一般廃棄物（kg）2020年 2021年

0

5,000

10,000

15,000

20,000

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

産業廃棄物（kg） 2020年 2021年
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水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

環境に配慮した工事の推進

取組紹介欄 植生工の施工現場

課題を解決しチャンスを活かす取組

取組紹介欄

グリーン購入への取組・環境配慮資材

取組紹介欄 事務用品のグリーン購入、環境を配慮した製品資材の優先使用
県内産資材の購入、木製看板、木製型枠の使用

○

13

2月

11 11 11 11 11

年間通じて74%と大きく削減したが基準年の9月現場での使
用量が大きな要因で、取り組みは進んでいる。

11月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

17
3月 4月

16 15 15 15
12月 1月

34
10月
1816

6月 7月

・洗車時の使用水量は必要最小限にとどめ節 ○

12 13 18 14 12
1514 13

8月 9月 5月

13
14

節水啓発・ごみの分別徹底

達成状況
数値目標 ✕

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○
・新製品・商品開発 ○
・働き方改革

0
・企業PRによる顧客獲得 ○
・事業拡大のための資金調達、人材確保

・蛇口に節水コマを取り付ける ×
・節水札を掛けるなど、従業員への周知徹底 ○

・現場周辺への環境配慮 ○
・騒音・振動防止、汚濁防止に努める ○
・低騒音・排出ガス対策型機械を使用する

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・技術の継承 ○

○
・植生工に使用する種子の検討(周辺環境・生 ○

0

0 0

0

10

20

30

40

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

水道水（㎥） 2020年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

浄化槽

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容： 消火訓練 テキスト教育、実地訓練

■評価： 訓練による手順の再確認を行った 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 現場での事故、災害対応
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容： テキスト及び動画による教育訓練

■評価： 事故、災害の発生時に適切な対応が可能か検証 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

森井幸人、田辺忠弘、松山滋、松岡力、安藝
太、浜田浩二、和田拓也、関田廣、松木龍一、
和田和樹、松田浩幸

フロン排出抑制法

下水道法
消防法（危険物）

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

田中啓輔、関田廣、森井幸人、松本敏明、田中
義雄、和田弘光、山本弘章、岩川豊太郎、合田

和宏、古谷健、松岡力、安藝太、松山滋、青木

明、浜田浩二

2021年7月10日、12月10日 岡豊倉庫

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

適用される法規制

2021年9月24日、10月29日 南国事業所会議室

危険物の保管

廃棄物処理法

油類・有害物質の保管
浄化槽法

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

建設リサイクル法 建設副産物

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

除害施設

顧客要求事項 環境管理、品質管理　
業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

空気圧縮機

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限
道路交通法 車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

道路運送車両法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり実績を踏まえて見直すこと
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

ロードボランティアの実施

実施日：2022年6月25日

エコアクション21へは2018年6月から取組みはじめました。社員の協力のもと、環境経営計画

による省エネ活動や現場での環境配慮工事により組んできました。しかし、個別に見ると目標

に及ばない項目も見受けられるため、今後より一層の社内環境教育及び省エネ活動の徹底を

図り、目標の改善達成に向け積極的に取り組んでいきたいと思い ます。

SDGsへの取り組みを推進して参ります。
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